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論 文 内 容 の 要 旨

林木の蓄積,牛長量,幹形などの推定方法として,林学分野では測樹学が発達してきたが,近年森林の

定量的生態学 (生産生態学)の発達をみ,森林の生産力機構の解明に幾多の新しい計測法が導入された｡

その最も重要なものは相対生長法則の導入であったと思われる｡

本論文は相対生長法則を基礎として考究し樹冠における林木の枝の分岐に定量的地形学の分野で兄い出

されたホル トンの法則が適合することを発見し,それを応用して,樹種間の樹冠構造の通性と特殊性を追

求した｡さらに単木および林木の形態と構造に関して,簡単な力学的モデルを想定して,解析し,それら

の考察をもとにして森林のもつ物質生産機構を解明しようとしたものであ名 0 4章にわたって詳述してい

るが,その成果の概要は次の通りである｡

1.林木の形態を継持する最低限の必要条件として,地上部非同化部分の各水平断面にかかる垂直応力

が等 しくなるように肥大生長が実現されていることと,各個体のもつ応力 (q)は樹高(H)と密な関係を保

ち,両者間に÷ -告 +k2の関係が近似的に成立することを明らかにした｡

また生産的条件として葉量と地上部非同化部分の表面積の関係を解明した｡

2.地上部非同化部分の表面積の大きな部分を占める枝条部分の表面積を解析する方法として,ホル ト

ンの法則の通用に成功した｡

その結果に幹の非同化部を加えて,地上部非同化部分の林分当り総量を求めたところ,その表面積は十

分に密な林分では林令,平均樹高などとは無関係に樹種毎にほぼ一定であり,アカマツ林で3.2ha/ha,ヒ

ノキ林で4.9ha/ha,コジイ林で3.5ha/ha程度の値が推算された｡

3.地上部非同化部分の表面積量は呼吸消費に密に関係し,その量はまた個体についても,林木につい

ても,菓量によって規制を受けていることが明らかにされた｡

その結果として,個体では菓量に対し過大な非同化部分の表面積をもつ枝から自然枯死がおこって脱落

し,常に両者間に一定の調和が保たれる｡また林分としては個体のもつ葉量に対して,過大な非同化部分
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の表面積をもつ個体から間引がおこり枯死し,林分密度減少がおこると推定された｡

4.林分のもつ葉量は十分に閉鎖した林分では樹種毎にほぼ一定の極大値を有し,その値は林令,平均

樹高などとは無関係であることは既に立証されているが,それと今回得 られた地上部非同化部分の表面積

が一定であることを組合すことにより,その差額としてあらわれる,林分の純生産量は常に一定になるこ

とが推定された｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

林学において,林木の計測方法は測樹学として進歩してきたが,近年森林生態学分野で,生産生態学が

進歩するに及び,森林の生産力推定に多くの新 しい方法が導入された結果,今まで林学でとりあげられな

かった林木の生産に関係する新 らしい事実が判明してきた｡

例えば林分としての葉量が,林冠の閉鎖という条件さえ満足すれば,樹種ごとに著しく安定した値をと

ることや,林分密度が生長にともなって減少することが,一定の傾向をとるとかいうのがそれである｡

本論文はこれらの既知の事実をふまえ,個体および林木の形態継持に関し,簡単な力学的モデルを想定

し,それにより,樹形を継持する肥大生長に開し,ほぼ満足 しうる解析をなし得たこと｡ さらに非同化部

分の主要部をになう枝について, ホル トンの法則が適用されることを見出し, その表面積の算出に成 功

し,樹幹部分を加えて,林分の地上部非同化部分の表面積が,閉鎖林分では樹種毎に常に一定であること

を見出した｡

その結果,従来,各種林分の実測値,推定値でほぼ認められていた,林分純生産量が林分の生長にとも

ない常に一定に保たれることを理論的にも実証し得たのである｡

これらの成果および本研究の過程で得 られた多くの新知見は,今後の森林生態学の進歩に寄与するばか

りでなく,ひいては育林技術上の,間伐などの量的取りあっかいにも貢献するところがすこぶる大きい｡

よって,本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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